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日本水紀行

(6)東海地域の名水

島野安雄1)画永井茂2)

1.はじめに

今回は,東海四県に位置する7ヶ所の名水を取

り上げる.それらを順に挙げると,静岡県が柿田川

湧水(清水町)の1ヶ所,愛知県が木曽川(犬山市付

近)の1ヶ所,岐阜県が宗祇水(八幡町)･長良川

(美濃市･関市･岐阜市)･養老の滝と菊水泉(養老

町町)の3ヶ所,三重県が智積養水(四目市市)･恵

利原の水穴(磯部町)の2ヶ所である.

これらの名水については,1989年から1991年に

かけて現地を訪れ,採水調査を行った.この際に見

聴きした事柄および各市町村パンフレットなどの資

料をもとに紹介する.

2.東海地域の7名水等の現況

2.1柿田川湧水と富士山の東南西麓の湧水

わが国の最高峰である富士山(3,776血〉=の周辺に

は,数多くの湧水が分布することが知られている

(山本,1992).このうち名水百選に選定されたの

ぽ,静岡県清水町の柿田川湧水と山梨県忍野村の忍

野八海の2ヶ所である.この他にも名前の知られ

た多くの湧水が存在している.忍野八海については

既に紹介済みであるので(島野･永井,1993),こ

こでは柿田川ならびに静岡県側富士山の東～西麓に

位置する代表的な湧水のいくつかを取り上げること

にする.

静岡･山梨両県境にそびえる富士山は玄武岩から

成る円錐形を呈した成層火山で,その秀麗な容姿の

ために,古来より日本の象徴として仰がれ,親しま

れ,海外にもよく知られている.われわれが現在仰

ぎ見ている富士山は,｢新富士火山｣と回乎ぼれるも

のであって,その下にはより古い｢小御岳火山｣と

｢古富士火山｣と呼ばれる欠きた火山体が埋もれて

いる(諏訪,1992).小御岳火山はおよそ7万2千

年前に誕生したとされている(濱野,1992).以下

では濱野(1992)にしたがって富士山の形成史を紹

介する1古富士火山はおよそ2万年前頃から活動

を開始し,激しい噴火活動で南関東の地域に｢赤土｣

と乎ばれる火山灰,いわゆる｢関東ロｰム｣を大量

に降り積らさせている.その後,多量の溶岩を四方

に流出させる噴火活動が盛んに繰り返されて,現在

見られるような富士山の原型が約5千年の問にほ

ぼできあがった1三島溶岩･猿橋溶岩･富士宮溶岩

などはこのときに碓出した溶岩で亭る.その後,約

8,500年の静穏期があ'り,今から約6,500年前頃より

新富士火山の活動が始まった.

富士山麓の周辺には数多くの湧泉が存在し,南東

側の柿田川や小浜池,南側の吉原湧水群,南西側の

富士宮市の湧玉池｡西偵叫の白糸の寧や猪之頭湧水

群,および北麓の忍野八海などがよく知られている

(第1図)二.そして,静岡県側すたわち富士山の東･

南･西麓には,およそ150ヶ所の湧泉が存在してい

る(山本,1992).東麓の御殿場･小山地区に最も

多く70ヶ所余りの湧泉が存在している.南東側の

三島湧水群は数ヶ所と少ないが,湧出量の大きい柿

田川と小浜池などが入っている.そして,愛鷹山の

周辺にも10数ヶ所の湧水がある..南麓の富士市吉.

原地区や富士宮市には,それぞれ20数ヶ所の湧泉

が分布している.また,西麓の猪之頭湧水群では

10数ヶ所の湧泉が位置している..これら地域に湧

出する水量は,近年かなり減少したとされるが,合

計でおよそ25m3/秒(日量約200万卿3)と見積られ

ている(井野,1987).

次に,名本百選に選ばれた柿田川についてみるこ

とにする.柿田川は,清水町八幡付近の国道1号
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富士山麓の主な湧水の分布

線の南側崖下より発して狩野川に注ぐ1,200mほど

の小河川である(第2図).谷頭部には大小10数ヶ

所の湧き口があり(写真1),大量の地下水を湧出し

ている.この湧水は富士山麓に降った雨や雪によっ

て酒養されており,三島溶岩流の中を流れる地下川

が地表に現れたものである.三島溶岩は,富士山の

南東斜面に源を発して裾野･長泉･三島と延長約

40kmにわたって愛鷹･箱根の両火山の麓の谷を

埋めて流下し,東海道本線三島駅の南方に達してい

るもので,狭い所で幅約700m,厚さが平均で30～

40mの溶岩流である.溶岩中には少なくとも3本

の地下川が確認されており,その地下川の末端部に

柿田川湧水が位置している(土,1992).この柿田

川湧水は,わが国の湧泉の中でも最大級の湧出規模

を誇っている.現在,日量約100万m3の湧出量カミ

あるが,かつてはもっと湧出量が多かったとされ,

この30年余りの間に日量約30万m3もの水量が減少

しているという(井野,1990).柿田川の水は,地

下水であることから水温も15～16℃とほ漆一定で

あり,濁り.が全くなく,無色透明のきれいな水であ

る.そして,水中に生棲するミシマバイカモの緑色

の本体と淡黄色の花,ならびにアユやアマゴなどの

川魚をはじめとする柿田川の写真やビデオなどの水

中映像は,近年しばしぼわれわれの目を楽しませて

くれている.しかしながら,つい最近,トリクロロ

エチレンだとの有機塩素系溶剤の混入カミ認められた
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第2図柿田川湧水

という報道がなされ,論議を呼んだこともあった.

この柿田川からは,広域上水道ならびに工業用水道

に日量約30万m3もの水が取水されており,深刻な

影響がでないよう酒養域や流動域等の環境保全には

十分留意する必要カミあろう.

2.2木剖11

木曽川は伊勢湾に注ぐ木曽三川の中では最も大き

く流域面積が約5,270km2,幹線流路延長が約227

kmのわが国第9位の大河川である(坂口ほか,

1986).長野県西筑摩郡木祖村の鉢盛山(2,446m)

に源を発した木曽川は,王滝川･落合川･中津川

阿木川･付知川･飛騨川などの支流を合流して

犬山市に達し,ここから岐阜･愛知･三重の県境の

地を流れて三重県長島町の東で伊勢湾に注いでい

る.名水百選に指定さているのは,犬山市から上流

の可児川合流点付近までの区間である(第3図).

木曽川流域の地質に関して,上流部は主として砂

岩･泥岩などの美濃帯の中生界からなるが(地質調

査所,1992),1979年に有史以来突然噴火した御岳

山も位置している..中流都は大部分が領家変成岩類･

濃飛流紋岩類･花開岩類で構成され,恵那市より下

流部分では,また砂岩･泥岩やチャｰト等からなる

中生界カミ分布する.犬山市より下流部は扇状地･三

角州等からなる沖積平野が広がっている.

犬山市は木曽川が中部山岳地帯から濃尾平野に流

れ出る谷口にあり,また木曽川扇状地の扇頂部でも

1993年11月号

写真1柿田川湧水の湧き口の一つ

ある.この地は古来より戦略の要地であり,木曽川

に臨む小丘上には築城が行われ,現存する犬山城の

天守閣はわが国で最古の天守とされている.そし

て,木曽川が上流の美濃三河高原の峡谷を流下する

急流の美観と,それに臨んでそびえ立つ犬山の白帯

城の美景とは,江戸時代から知られていた自然景観

だという.ところで,木曽川中流部の美濃加茂市の

太田橋から犬山城までの約13kmの問を｢日本ラ

イン｣と呼び,そして美濃加茂からこの峡谷美を賞

しながら川舟に乗って犬山まで下る約1時間の船

旅を“日本ライン下り''と称する.この区間は美濃

帯の南部にあたり,チャｰト･砕屑岩たどから成る

山地を横切って木曽川が急流や淵をなして流れ,両

岸には色とりどりの縞状の岩や珍しい形の岩が現�
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れ,Iスリルと情緒にあふれる川下りでもある.犬山

城近くで採水した木曽川の河川水は,溶存量が全般

に少なく,Ca-HC03型とCポS04型の中間の水質

組成を示している.

ところで,木曽川の上流部は``木曽路はすべて山

の中にある''と島崎藤村が小説r夜明け前｣で書い

たように山また山で峡谷をなしている.その中で木

曽川の激流で河床の白亜紀後期の苗木･上松花商岩

が節理に沿って侵食されてできた奇石怪岩の“寝覚

めの床'三は有名である.そして,中流都の恵那峡に

は上流部の山地に降った豊富た水を集めて日本で最

初の発電用ダム〈大井ダム)が1925年に建設されて

いる.その後,続々とダムが造られ,現在木曽川流

域には40体以上のダムが存在しており,隣の長良

川とは対照的である.なお,犬山市から上流の木曽

川と飛騨川の中流部は,1963年に飛騨木曽川国定

公園に指定されており,日本ラインの他に薪水峡

･飛水峡･中山七里だとの景勝地がある.

2.3宗祇水

宗祇水は,岐阜県郡上郡八幡町の市街地内に湧き

出している清水である.八幡町は岐阜県のほぼ中央

部に位置し,三方を山に囲まれ,林地が面積の9

割以上を占める豊かな水と緑からなる山間の人口約

1万8千人ほどの町である.ここは奥美濃地域の中

心でもあり,昔から飛騨高山･越前大野･白川郷お

よび美濃各地に通じる交通の要所であった.そし

て,近世は遠藤･稲葉･井上･金森･青山の王氏十

六代300年余りの城下町であったことから,今なお

城下町の風情を町並みにとどめている.郡上八幡と

いえばノ毎年7月中旬～9月上旬にかけて行われて

いる｢郡上盆踊り｣はっとに有名である.これは寛

永年問に時の郡上藩主遠藤慶隆が領民の融和を図る

ために奨めた踊りで,四百年の伝統をもち,特に

8月13日から4日間の徹夜踊りは全国にその名を轟

かせている名物行事である.

この八幡町は年降水量約2,800mm,年平均気温

13.4℃と内陸にしては高温多湿の地で,しかも石灰

岩を含む複雑た摺曲構造をもつ地層からなるために

保水力に恵まれ,町の各所で湧水や鉱泉が湧出する

という自然条件を備えている.八幡町周辺は,美濃

山地の大都分を占める中･古生界の美濃帯の最北部

に位置し,珪岩'粘板岩･砂岩･頁岩･石灰岩･チ

ャｰト･礫岩などの地層からたる(山下ほか,

1988).そして,八幡町人問地区より堀越峠を通り

那北川の上流に至る東西方向には石灰岩層が地表に

露出している所もあり,鍾乳洞が数多く点在してい

る.

宗祇水は,市街地内の小獣良川と吉田川の合流点

近くの清水橋のほとりにある泉で(第4図),地表

面より約1mほど低い所にあり,段丘砂礫層の中

から地下水が湧き出している.泉の湧出口には小さ

た祠が建てられ(写真2),流れ出た水は飲料用や清

流用などに設けられた5層の段槽を通過し,小獣

良川に注いでいる.湧水の水温は約16℃,水量は

毎分100Zほどで,そして水質的にはNa+とC1■

成分の割合カミ高いのが特徴である.この宗祇水の名

は,連歌の宗匠として知られる飯尾宗祇に由来して

地質ニュｰス471号�
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.α5第4図郡上八幡と宗祇水

いる.宗祇が文明3～5年(1471～73年)までのおよ

そ3年にわたって,郡上城主であった東帯縁より

歌道の奥義伝授(古今和歌集20巻の講釈および秘事

口伝言など)を受けるため,この泉のほとりに草庵

を結び,.この清水を愛用したところから名付けられ

たとされ,それ以来この清水を``宗祇水"と呼ぶよ

うになったという.また,江戸の寛文年間に時の域

主遠藤常友カミこの泉を修復し,常緑の饒別の歌rも

みぢ葉のながるる竜田白雲の花のみよし野

おもひわするな｣に因んで“白雲水''と呼ばれる別

名もある.以来,この宗祇水は史跡として,また住

民の生活用水として守られ括り,市民の重宝な泉と

たっている.毎年8月20日を雫祇キ常縁にまつわ

る古今伝授の縁日(宗祇水神祭)と定め,狂俳･連句

の奉納のほか文芸祭や文化活動などが盛んに行われ

ている.

ところで,この八幡町は水の循環系を人工的に組

み込んだ町としても知られている(渡部,1990).

街路わきを流れる用水に工夫を凝らして利用してお

り,住民の好みと生活の知恵とが加わって独特の風

情をかもしだしている.町中に用水路がはりめぐら

されるようになったのは,過去にたびたび大火にあ

ったことから,火災を抑えるため街路沿いに側溝

(用水)を設けたという.そして,1912年の大火以

後に行われた用水路の変更や水路の改修などによっ

て,現在の網目状に流れる用水路になったされ,市

街地を流れている用水路網としては北町用水･柳町

写真2宗祇水

用水･桜町用水･島谷用水･乙姫用水などがある.

この他に,この町の人六は水を有効に利用するため

に,さまざまだ工夫をしている.まず,谷川や沢を

流下する水を水門によって町中の用水路に導入し,

各家庭では用水路に一``セキ''と呼ばれる木製の堰板･

を立てて用水の水位を上げ,水を側溝に導き入れて

各家庭に引水し,利用するシステムになっている.

利用の済んだ水は再び用水路に戻され,町並みに潤

いを漂わせて流れ,その後は農業用水となって再び

水路や河川に還るという水循環系カミ人工的に組み込

まれている.そして,この町では昔からの水の利用

についての工夫とノレｰルが現在まで受け継がれ,洗

うものの順序や時間帯がきちんと決められている.

また,用水路ごとに清掃当番を置き,当番になった

人は責任を持って水管理に当たっている.

さらに,八幡町には山麓から豊富に湧き出る水を

1993年11月号�
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生活用水として利用した“水舟''という独特の水利

用形態が昔からある.これは山の湧水や地下水をパ

イプなどで各家庭や共同洗い場に引水し,吐水口の

ところに木製やコンクリｰト製の籍を取り付けたも

ので芽通常r飲み水岨ゆすぎ水曲洗い水｣と三段階

に区分されている(第5図).宗祇水も“水舟"の

代表的なものの一つである.市街地が山間の河岸段

丘や谷底平野の部分に形成されているために町並み

に高低差があり,用水路には落水の好条件が巧みに

取り入れられているため,町全体カミ水舟の機能を果

たしているといえる.

2苗凄長良用中流域

長良川は,岐阜県の北西部に位置する郡上郡高鷲

村の大日ケ岳(1,709m)に源を発し,伊勢湾に注ぐ

流域面積約1,985km2,'幹川流路延長約165kmの

中規模の河川である.源流より数kmの間は狭い谷

間を一気に流れるが,それより下流の八幡町までは

比較的幅の広い谷底平野や河岸段丘が発達してい

る.八幡町において吉田川･亀尾島川と合流した長

良川は,美濃市までの区間をやや曲流をなして流れ

る.美濃市の北で最大の支流である板取川と合流し

て関盆地に入った長良川は,流れを西に転じ,盆地

の出口で武儀川や津保川を合流して金華山の北麓へ

と至る.ここから岐阜市街地が広がる長良川扇状地

を形成し,濃尾平野へと流れ出す.その後,長良川

は海津郡成戸より木曽川と瀬割堤によって血流し,

桑名市に至り揖斐川と合流して伊勢湾に注いでい

る.名水百選に選ばれているのは,中流域の美濃市

から関市を通り長良川扇状地の扇頂にあたる岐阜市

～桑

良

㌻:･ol“

石原

遅

･｡戸

島

高富
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4皮阜〒巨
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第6図長良川中流域
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までの区間である(第6図).

長良川流域を構成している地質は,源流部では大

日ケ岳や烏帽子岳などの第三紀末ないしは第四紀初

めに噴出した安山岩類カミ広い範囲に分布している.

上･中流域のほとんどは美濃帯の中生界より成るが

(山下ほか,｡｡｡｡),長良川本流の流路については1

断層に沿って流れている構造谷である.八幡町より

下流域ではチャｰト･頁岩･砂岩などから成る中生

層が卓越している.チャｰトは三畳紀～ジュラ紀の

もので風化作用に強く,比較的険しい山地となって

いるのに対して,頁岩や砂岩は節理の発達や風化作

地質ニュｰス471号�
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月によって削剥されやすい特性を持っている.その

ため,八幡町から美濃市にかけての流路には,硬軟

対照的な地層が繰り返し流路を横切っており曲流が

著しい.美濃市より下流部では河谷も広くなり,そ

して岐阜市街地より下流域では扇状地ならびに三角

州等の沖積地が広がっている.

長良川の上･中流域は,本流に大きなダム等の人

工的構築物がなく,大きな河川としては珍しく自然

に近い状態を保っている.岐阜県は日本の中でも降

水量が多い地域であるため,長良川の流量は豊かで

ある.このため,現在でも長良川は中流部まで清流

河川である.中流部の美濃市で採水した河川水は,

Ca-HC03型の水質組成を示している.水源域の渓

谷を流下し,八幡町で吉田川と合流するまでの上流

部は生活環境に係わる環境基準が類型ん生に指定

されている.続く中流部までの水質も良好で,長良

川は鵜飼で有名な金華山北麓を経て,岐阜市の河渡

橋までが類型Aである.今日の日本では,都市部

で水泳が出来るような河川はほとんどなくなった

が,人口約41万人を擁する岐阜市内では夏ともな

れば長良川で水浴びを楽しむ多くの市民の姿を目に

することができる.しかしながら,河川の改修や流

域の開発等によって,川の様相も大きく変わりつつ

ある.人口と工場などが集中する下流部では,全国

にみられる河川と同様に汚染･汚濁が進んできてい

る.

また,近年は長良川河口部に建設中の河口堰をめ

ぐって,自然保護や環境･防災の面など社会的にい

ろいろな論議を呼んでいる.自然河川に,一旦,人

工的な構築物を造ってしまうと,その場で行われて

いた水の循環系や生物の生態系などを損なう可能性

があるとの指摘もあり(そしえて21主1991),慎重に

対処してほしいものである.

ところで,鵜飼については金華山の北麓の岐阜鵜

飼が有名であるが,長良川ではこの他に関市の小瀬

でも行われている.岐阜の観光鵜飼は,約1,200年

の伝統をもつもので,毎年5月11日から10月15日

までの満月と洪水の日を除いた毎夜行われている.

6隻の鵜舟が暗い川面にかがり火を焚き芋鵜匠が十

数羽の鵜をあやつってアユなどの川魚をとるという

もので,｢万葉集｣にも出てくる古典的魚法である.

現在は岐阜市観光のシンポルとして,市営で行われ

ており,夏の風物詩になっている.

1993年11月号

2.5養老の滝と菊水泉

養老の滝･菊水泉のある養老町は,岐阜県の西南

都,濃尾平野の西端にあり,地形上は岐阜県南西端

の三重県との県境に延びている養老山地の東麓に位

置している.

養老山地は,濃尾平野と牧田川地溝帯に挟まれた

標高700～900mの南北に走る山塊で,山頂付近は

全般的に平坦で広いが,谷は概して険しい様相を呈

している.養老山地には断層地形がよく発達してい

て,東側が急峻な断層崖となっており,明瞭な三角

末端面がみられる.これに対して,西側は比較的落

差の小さい断層によって切断されている.そして,

山地は全体として西に傾く優動地塊を呈しているた

め,分水界は山地の中央よりも東に片寄り,西側が

緩斜面になっている.また,養老山地は中央部にお

いて東西に走る川原断層によって北部山地と南郡山

地とに区分される.北部山地は南北約10km,東西

約7kmの範囲で,平均標高カミ約850mであり,山

頂には石灰岩に伴うカルスト地形もみられる.そし

て,山地の東側が断層崖になっているため滝が多く

みられる.養老の滝もこの一つで,津屋川支流の滝

谷の上流に懸かっている.これに対して,南部山地

は南北約15km,東西約6kmで,平均標高が約

650mと北部山地よりも低く,しかも川原断層に

よって北部山地に対して約800m東にずれている.

次に,地質についてみると,養老山地を構成する地

層は全体的には三畳系～ジュラ系より成り(地質調

査所,1992),砂岩や粘板岩が卓越しているが,北

部では石灰岩も広く分布している.北東および東麓

の山脚部には複合扇状地をなす沖積層が,また牧田

川地溝帯には第三紀層が分布している.水流の多く

は扇頂近くで伏流してしまうため,扇央部では水無

川となっている.扇端部分(標高5～8m付近)では

湧泉がみられ,この地方ではrガマ｣と呼ばれてい

る.これらの湧泉が水源となって津屋川が南流し,

集落が扇端に開けている1津屋川は揖斐川の一支流

であり,その左岸堤防以東の美濃平野は輪中地帯と

なっている.

養老の滝と菊水泉は,養老町西部に位置する県営

養老公園内にある(第7図).養老公園は,養老の

滝を中心に養老山地の自然を取り入れた東西約1.8

km,南北約0.6kmの都市公園で,その園内には由

緒ある神社(養老神社)･仏閣(養老寺･大菩堤寺)･�
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第7図養老の滝と菊水泉

霊泉のほカ㍉観光リフト･キャンプ場･子供の国な

どのレジャｰ施設も設けられている.養老の滝は,

滝谷の上流の標高約290mの所に懸かっているも

ので,落差約30m,落ち口の幅約4mの滝である

(写真3).ζの滝の水は養老山地の地質を反映し

て,Ca++とHCOゴやS0τ一の含有率が高いのが

特徴である.

この養老の滝に関しては,源丞内という樵の親孝

行の昔話(孝子伝説)が知られている.すなわち,水

が若返りの酒に変わったというr不思議な水｣の話

である.そして,この養老の美果の話はやがて奈良

の都まで伝わり,時の元正天皇自身がさっそくこの

地に行幸にたり,年号を｢養老｣と改元したという

故事がある.

次に,養老の滝から400mほど下流に元正天皇

を祀る養老神社があり,その境内に湧いている湧泉

が菊水泉である.神社の本殿の右脇から湧き出す水

は,水温が約13℃,水量は毎秒約20～50Zほどで

ある.水質的には石灰岩層をくぐり抜けて湧き出し

てきているため,弱アルカリ性でCa++とHCOτ

成分の量が多いのが特徴である.名水百選で養老の

滝と菊水泉を一つのものとして指定しているのは,

滝に落ちた水が地下に浸透して,再び湧き出すrく

くり水｣であるとされているからである.ここにも

不老長寿の象徴である菊水の名がつけられ,縁起の

よい水とされている.なお,かつて養老の美果につ

いては,養老の滝であるか菊水泉であるかをめぐっ

て大論争が交わされたこ～ともあったという.

2.6智積養水

智積養水は,三重県の菰野町森にある蟹池の湧水

を水源とし,四目市市の智積町内を流れてし.･る全長

1,700m余りの小河川である(第8図).

智積養水の流れている四日市市西部の智積町の辺

りは,西に位置する鈴鹿山脈に源を発して伊勢湾に

注ぐ三滝川の中流域に相当している.･本地域の西側

は鈴鹿山脈の東麓から続く扇状地末端部の下流域に

あたり,三滝川の水流は伏没して水無川になってい

る.･本地域の三滝川左岸側には比高4～5mの低位

段丘カミ発達している.また,右岸側には鮮新世～更

.新世の東海層群から成る丘陵地が展開している.な

お,本地域の東方,すたわち三滝川の下流域では背

斜構造となっているため,.三滝川が丘陵地を横断し

て流れており,一種の先行河川となっている.この

ため,本地域は東方で地下水の流れがブロックされ

た状態になっていることから,付近一帯には数多く

の自噴井も分布し,主として農業用水に多くが利用

写真3養老の滝

地質ニュｰス'471号�
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第8図智積養水の位置図

されている.

智積養水の水源となっている蟹池は,三滝川右岸

の菰野町森地区の水田の中に位置している.蟹池は

面積がおよそ60m2,水深が1mほどの四角形をし

た小さな池で,周りを石積の縁に囲まれた池の底か

らは,三滝川で伏流した地下水が湧き出している･

水温は約19℃と,この地の平均気温と比較すると

やや高めである.流出量は毎分約5m3ほどで,圃

場整備を行った1985年より以前と比べると,40%

程度に減少したという(森,1988).水質的には

Ca++,SOr,HC0ゴ成分の含有率が高いのが特徴

である.蟹池水源から湧出した水は約900m流れ

下った所で,用水路が三滝川の支流の金渓川の河床

下を暗渠でくくり抜けている.この下流側で,用水

路は南流する武佐川と東流する寺井川とに分流して

いる.南流した武佐川は智積町内を流れ,やがて三

滝川の支流の一つである矢合川に合流している･智

積養水とは,これらの小河川を総称した呼び名であ

る.

ところで,この智積養水については,他にはみら

れない｢養水｣という字カミ用いられている.古文書

などによっても｢用水｣とr養水｣との区別は明ら

かではたいとされているが,こ,れについて森

(1988)はr灌混用水として牢かりでたく,かつて

は洗濯や野菜･食器洗い,米とぎ,麺類の水洗いた

1993年11月号

とをするために欠かすこξのでき恋い生活の養い水

として利用されていたことによるであろう｣と述べ

ている.

智積町内を流れる智積養水は,かつては清らかだ

流れで,炊事の水にも使われたという.そして,江

戸時代中期から昭和3む年代頃までは,村人総出で

r藻たぐり｣と称す幻r峻いを頻繁に行って大切年

用水路を管理し利用してきた.この用水路の清掃作

桑は,当時の村の年中行事の中でも重要なものであ

ったという.｣その後,高度経済成長時代の到来と共

に汚染が広がったりしたが,保存会を組織して清掃

に勤め,また鯉を放流したりした結果,r鯉の住む

街｣として話題を集めるようになった.これにより

水質保全と浄化が図られ,住民の水に対する意識も

さらに培われたという.

2.7恵利原の水穴

恵利原の水穴は,志摩半島中央部に位置する逢坂

イチ勢町旨
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第9図恵利原の水穴�
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写真4恵利原の水穴の藤津

山の中腹から湧き出している清水である.この水穴

は別名を｢天の岩戸｣とも呼ばれ,三重県伊勢市の

南に位置する志摩郡磯部町の恵利原地区にある小さ

た鍾乳洞の一つである.磯部町は,伊勢神宮で有名

な伊勢市と真珠の養確で名高い賢島･英虞湾とを結

ぶ中問地点にあり,志摩半島の交通の要衝の地でも

ある.

恵利原の水穴は,伊勢市と磯部町を結ぶ伊勢道路

の志摩路トンネルの西側に位置しており,志摩用水

のために建設された神路湖の上流端に近い場所から

西に細い道路を1kmほど入った逢坂山の山腹にあ

る(第9図).山道を少し登った杉林の中には狭い

平坦地が切り開かれてあり,東屋の建てられた奥の

崖に小さな鍾乳洞の口が開かれてある.洞窟の入口

は直径50cmほどで,前面には1mほどの小さな

鳥居が建てられ,そこを通って清水が湧き出してき

ている.湧水の水温はおよそ15℃,水量は毎分501

第1表

程度である.そして,鍾乳洞からの湧出水というこ

とで,Ca-HC03型の水質組成を示している･流れ

出た湧水はまもなく藤の滝とをづて落下し(写真

4),神路川の水源の一つとして神路湖に流れ込み,

やがては伊雑ノ浦･的矢湾へと注いでいる.

この地域の地形･地質についてみると,志摩半島

の大部分は先第三系6地層が複雑に分布している

(山下ほか,1988).伊勢市から磯部町に向かう伊

勢道路に沿っての地質構造については,中央構造線

が伊勢市付近をはぼ東西に走っており,その南には

三波川帯の結晶片岩と御荷鉾緑色岩類が分布し,こ

の南には鳥羽断層を境に秩父黒帯化帯が分布してい

る.さらに五ヶ所一安楽島構造線の庸に秩父黒帯中

･前帯が続き,仏像構造線の南側には四万十黒帯

が分布している.これらの構造線は東西方向から北

東一南西方向に走っており,それぞれの地層･岩相

はこれに沿って帯状に分布している･恵利原の水穴

がある地域は秩父黒帯化帯の部分に位置し,河内層

群の砂岩･泥岩･緑色岩･チャｰトおよび石灰岩か

ら構成されている.恵利原の水穴そのものは,石灰

岩の地層の所にできた鍾乳洞で,山地に降った雨水

が小さた洞窟から地下水として流れだしているわげ

である.

この恵利原の水穴は,天照大神の伝説もあること

から,地元ではr天の岩戸｣とも呼ばれ,伊勢神宮

(皇大神宮)の別宮である伊雑宮の御田植祭にも水が

使われている.そして,天照大神の伝説に関連し

て,雨ごいに御利益のある水神も近くに祀られてあ

る.また,毎月22目を｢天の岩戸｣の例祭目と定

東海地域の名水等の水質分析結果

番号�名水の名称�所在地名�水源�年月日�雷導度ψS/㎝�櫓�PH�亙PH�1嚇�C1■�SO』一■�NOs一�Na+�K+�Ca艸�M竃"�Si02�

����������皿9ん�皿9ん�¶9ん�m9瓜�n9〃�衙9〃�n9九�皿9〃�計皿肋)

4トa�宗祇水�岐阜県八幡町�SP�900831�121.4�ユ7.o�6.2�6.7�22.O�9.9�6.2�8,5�10.O�2.且�8.2�1.4�12.4�81.O

一b�八幡町役場厳�岐阜県八幡町�G冊�90083王�王27.4�18.8�7.4��64.O�1.4�2.2�o.9�1.1�O.O�23.2�1.7�7.O�工01.5

{置�長良川�岐阜県美濃市�R�90090ユ�97,4�24.7�7.o��28,O�2.9�5.1�'2.4�3.9�o.9�9.1�1.4�11.6�65.3

47-2�菊水泉�岐阜県養老町�SP�900901�201.9�13.5�7.6�7.6�77.O�2,1�6.O�3.2�1.5�O.2�23.2�6.且�6.7�126.ヨ

一b�養老の滝�岐阜県養老町�R�900901�1王8.6�19.8�7.2��35.O�2.1�10.1�2.O�2,9�O.2�13.7�2.3�9.9�78.2

ム8一目�柿副11�静岡県清水町�SP�901027�130.O�ユ5.2�7.O��44.O�4.五�9.O�4.3�7.O�1.8�11.1�3,7�40,4�125.7

一b�須走(滝口)�静岡県小山町�SP�880324�121.1�12.2�7.3�7.且�4王.9�1.1�4.2�互.6�5.7�2.6�10,7�4.7�40.9�119,4

'C�棚頭�静岡県小山町�SP�88032五�ユ29,7�13.2�7.2�7.4�50.8�1.9�7.3�2.7�7.3�2.周�11.5�4.7�37.1�工25.9

一d�不動尊�静岡県御殿場甫�SP�880324�176.1�13,1�7.且�7.6�65.4�王.7�14.5�1.6�9.4�2,4�王5.9�6.1�33.4�150.且

'e�中清水�静岡県御殿場市�Sp�880324�134.7�13.ヨ�7.O�7.O�52.7�1.8�5.9�3,7�6.7�2.2�12.6�4.8�38.坦�ユ29.8

一f�医王寺�静岡県富士市�Sp�871104�174.O�王4.8�6.9�7.2�32.O�6.7�18.4�24.9�6.8�2.8�14.8�5,5�36.8�148.7

■9�滝川�静岡県富土市�SP�871104�106.O�13.6�7.1�7.坦�34.O�3.3�8.5�5.3�6.4�1.3�8.9�2.9�30.2�100.8

一h�A白r,欠�静岡県富士市�Sp�871104�210.O�14.7�6.7�7.工�坦9.o�8.8�17,5�26,3�9.2�2.9�18.7�6.6�38,2�177.2

一i�湧玉池�静岡県富士宮甫�SP�901027�160.O�14.3�7.O��42.O�6.ユ�12.7�1且.6�7.2�2.1�13.9�{.8�43.O�1里6,4

一5�猪之頭�静岡県富士宮市�SP�901027�92.O�10.4�6.9��30.O�3.4�7.1�2.7�5.2�ユ.1�8.O�2.1�23.3�82,9

49�木曾川�愛知県犬山市�R�900901�90.6�25.3�π.O��18,O�5.5�5.6�1,9�5.O�O.9�7,5�o.8�11.4�57.6

50�智積養水�三重県四目市市�SP�890914�127,O�19.2�6.O�6.6�25.2�5.4�12.3�8,5�6,O�2.O�12.2�i.7�11,7�85.O

51�恵利原の水穴�三重県磯部町�SP�89091坦�215.O�14.9�ε.8�7.2�80.9�5.9�3.4�1.2�5.6�1.4�32.2�1.8�1工.幻�143.4

(水源:Sp･湧水,CW･地下水,R･河州水)
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(6)東海地域の名水
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100←Ca500050Cユ→100

第10図水質の表示図(数字は名水番号)

め,水への感謝の例祭がとり行われている一でいる水が弱アルカリ性であり,富士東麓の須走･

棚頭･不動尊の湧水なども徴アノレカリ性を示してい

3｡水文化学的特徴

これらの名水の水質の特徴に関して検討してみ

る.採水はそれぞれの名水によって異なるが,1～

3回行った.水温･電気伝導度(25℃に換算)･pH

等は現地において採水時に測定を行い,また主要溶

存成分についてはポリビソに採水して持ち帰って分

析を行った.その結果の一部を表したのが第1表

(番号は名水番号)であり,これをもとにキｰダイヤ

グラムおよびヘキサダイヤグラム表示で表したのが

第10図である.なお,富士山の湧水に関しては,

柿田川の他に東南西麓に分布している湧水について

も取り上げてみた.

電気伝導度については菊水泉･富士南麓の今泉湧

水･恵利原の水穴では200μs/cmを超えているが,

長良川･富士西麓の猪之頭湧水･木曽川では100

μS/cm以下となっている.湧水温は13∴15℃の範

囲のものが多いが,猪之頭では10.4℃と低く,宗祇

水や智積養水の水源である蟹池ではやや高く17.O℃

と19.2℃となっている.次にpHについて,石灰岩

地帯の菊水泉と養老の滝･八幡町役場前の水舟に出

1993年11月号

るが,宗祇水や智積養水では弱酸性を示している.

宗祇水はキｰダイヤグラムのほぼ中心部分にプロ

ットされており,通常みられる湧水と比べると

Na+とK+およびC1■の割合が多く,またNOゴイ

オソも10mg/Z前後検出されている.まだ低濃度で

はあるが,市街地内に位置していることから無機汚

染の進展が心配であり,水質の保全･保護を望むも

のである.なお,同じ八幡町でも役場前に設けられ

ている水舟に出ている水はCa++とHCO王成分の

割合が多く,石灰岩中の地下水の性質を呈してい.

る.菊水泉は溶存成分濃度が他よりも高いのが特徴

で,HCOテ成分の割合が極めて高く,またCa++

成分も多いことから石灰岩地域特有のCa-HC03型

の水質を呈している.養老の滝は渓流の水としては

溶存成分量がやや多く,そしてSOτ■が菊水泉よ

りもやや高くて流域の地質の影響が表れているもの

と考えられる.長良川と木曽川の河川水について

は･それぞれの流域地質を反映してCa-HC03型だ

らびにCa-HC03とCa-S04の中問型とやや水質組

成は異なるが,採水した地点がともに中流部という

ことで,中流部までは溶存成分量の比較的少ない清�
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島野安雄･永

井茂

例な水といえる.

富士山麓の湧水についてみると,全般に溶存成分

量は多いが,水質組成に若干の地域的な差異がみら

れる.東麓に位置する須走･棚頭･不動尊･中清水

の湧水は中性ないし徴アノレカリ性で,Ca++と

HC0ゴ成分の割合が高いのが特徴である.南東麓

の柿田川湧水は,125mg/Zの溶存成分量を含み,

水質的にはCa-HC03型を示している.南麓の富士.

市の湧水群について,標高の高い所が酒養源とたっ

ている滝川湧水は湧出量も多く,水温が低くて水質

も良好である.しかしたがら,小規模な医王寺と今

泉の湧水は標高の低い所を酒養源として浅層部を流

下してきているために,C1一･S0τ一やN0ゴ成分

の割合がやや高く,Ca-HC03とCa-S04の中問型

の水質を呈している.そして,N0ゴ成分について

は医王寺と今泉の湧水でそれぞれ24.9mg/Z,26.3

mg/Zとかなり値が高く,無機汚染の兆候がみられ

る.また,富士宮の湧玉池については,医王寺と今

泉の湧水と同様にS0τ■やN0τ成分の割合カミやや

高く,水質の悪化が認められる.西麓の猪之頭の湧

水について,水質組成的には滝川湧水や柿田川とよ

く似ていて良好であるが,溶存成分量は滝川湧水に

近く,柿田川のおよそ3分の2である.

次に,Si02濃度についてみると,火山地域であ

る富士山麓の湧水は猪之頭の23.3mg/Zを除くと,

他は30mg/1以上とかなり高い.これに対して,他

の地域の名水は共通してSi02濃度が6～13mg/1

であり,富士山麓の湧水と比べてかな.り低いのが特

徴である.

無機汚染の指標となっているN0τ成分について

は,富士南麓の医王寺･今泉および湧玉池で10

mg/1を超えるやや高い値が測定された.また,宗

祇水と智積養水でもそれぞれ8.5mg/1の値が測定

されたが,これら以外はまだ比較的低濃度である.

盈.おわりに

今回は東海地域に位置する7ヶ所の名水百選お

よびその他に関して述べてきた.

この地域には日本を代表する名山の富士山が位置

しており,その山麓には数多くの湧水の存在が知ら

れている.この富士山麓に位置する湧水の中で名水

百選に選ばれたのは,柿田川湧水と忍野へ海の2

ヶ所だけである.他にも名水に値すると思われる湧

水は数多く存在している.それらの中のいくつかに

ついてはここに取り上げてみたが,中には湧出量の

減少や地下水汚染の兆候の現れているものなどもあ

り,必ずしもすべてが良好た水文環境にあるとは言

えないのが現状であり,何らかの環境保全･保護の

必要があるものと思われる.次に,木曽三川地域の

名水として百選に選ばれた4ヶ所の中に,木曽川

と長良川の二つの河川が入っている.このことは同

じ大都市圏である関東や近畿地域とは異なり,中京

地域では後背地がまだ良好な水文環境を維持してい

ると言えよう1今回の東海地域の名水は,これまで

に取り上げた地域の名水と比較すると,相対的には

北陸や甲信越地域のようにかなり清らかな水環境が

保たれている名水といえる.
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